
急伸後の急反落、中東リスクの織り込み一服
NY原油先物相場は、1バレル＝106.75ドルまで値上がりして5月4日以来の高値を更新した後、80ドル

台後半まで急反落する展開になった。サウジアラビアの東西パイプラインが攻撃を受け、紅海側からの

原油輸出の落ち込みが警戒される中、原油相場は上値を追う展開が続いた。しかし、サウジアラビアが

ホルムズ海峡経由の原油輸出拡大を目指すとの見方が強まると利食い売りが膨らみ、100ドルに続いて

90ドルの節目も下抜いた。

イエメン武装組織フーシ派は、引き続きサウジアラビアの石油関連施設に対する攻撃を続けている。こ

のため先行き不透明感は強いが、サウジアラビア産の原油供給の落ち込みは限定的との見方が強まると、

利食い売りが膨らんでいる。9月22日には東西パイプラインの稼働再開が報じられている。またイラン

が、米国が軍事的圧力を緩和することを条件に、7日以内にホルムズ海峡の通航を再開することを米国

に提案したとの報も、原油相場を下押ししている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（9月11日時点）は、原油が前週比64万バレル減、ガソ

リンが79万バレル増、石油精製品が159万バレル増となった。
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【現状確認】
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サウジ産の供給回復だと上値重い、急伸再開のリスクは残る
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【展望】

中東情勢に強く左右される不安定な地合が続く。9月15日の

106.75ドルで上げ一服となっているが、このまま中東リスク

の後退との評価が維持されると、80～85ドル水準を試す見通

し。サウジアラビアはホルムズ海峡経由の輸出を強化してお

り、実際にアジア向け出荷量が拡大すれば、原油相場の高騰

リスクは後退する。また、同時に東西パイプラインの稼働再

開が進み、紅海から欧州向け輸出も再開されると、戻り売り

優勢の展開が続きやすい。

米国とイランの間の攻撃の応酬は一服しているが、イランの

ホルムズ海峡開放に向けた提案を米国が受け入れると、原油

供給不安の緩和からさらに大きく値を崩す可能性が高まる。

世界的な株安や金利上昇に加えて、ディーゼル燃料価格の高

騰による世界経済の減速懸念も高まっており、各国がこれ以

上の軍事衝突の激化は許容できないとの判断に傾けば、原油

相場の高騰は一服しやすくなる。

ただし、改めて米国とイランの間で軍事衝突激化する、フー

シ派などによるサウジアラビアの石油関連施設に対する攻撃

が激化するといった動きがみられると、容易に急伸する展開

が再開される可能性がある。特にサウジアラビア産原油の供

給環境が注目を集めているだけに、改めて東西パイプライン

が攻撃を受けて稼働が停止するような事態になると、100ド

ル水準まで急伸する可能性も残されている。石油製品相場の

高騰が続いていることにも注意が必要だ。

中東情勢次第で、上下双方に大きく振れる可能性を抱えた不

安定な地合が続く。
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